
東京オリピックを2020年に控え、政府主導のセキュリティ強化に向けた啓発活動が益々盛んになってきています。
その背景には官民を問わず激増するサイバー攻撃による深刻な情報漏えい・改竄また、それらによって引き起こされ
る甚大な二次被害があります。
本セミナーでは、経済産業省ガイドラインをベースに組織のサイバー攻撃対策を具体的に解説します。
是非お時間を調整のうえご参加ください。皆さんのお申込みをお待ちしております。

※１）2017年11月 経済産業省 サイバーセキュリティ経営ガイドランVer 2.0

開 催 概 要

沖縄支部オンサイトセミナー

開 催 日 程 2018年6月26日（火）14:30～17:00 ［開場（受付）14:00～］

開 催 場 所

問 合 せ 先

富士通株式会社 沖縄支店 セミナールーム
那覇市久茂地1-12-12 ニッセイ那覇センタービル
TEL：098-866-0655 担当：座安

※駐車場がございませんので、バス・タクシー等の
公共交通機関をご利用ください。

最寄バス停：市内線 琉銀本店前
市外線 農林中金前

カ リ キ ュ ラ ム
講 師

1.「定期的なパスワードの更新」が消えゆく背景

2.「CSIRT」が生み出された背景

3.漏えい防止（抑止）効果の高いセキュリティ実装

講師：JPAC）サイバーセキュリティ管理者 藤田 和重氏

参 加 対 象 秘密情報の管理責任者、実務者層、経営層の方
(情報システム部門以外の方もご参加いただけます)

参 加 費 用 無料 申込定員／申込締切 20名／6月22日（金）

申 込 方 法 沖縄支部のホームページからお申込みください。
http://jp.fujitsu.com/family/sibu/okinawa/

ファミリ会 沖縄支部

ITセキュリティの安全管理策としてID・パスワードの定期的な更新は「常識」でした。しかし現在においては
ISOに代表されるセキュリティの国際規格から「定期的なパスワードの更新」は消えつつあります。
その背景には厳しいセキュリティインシデントの現実があり、その理由と対策を解説致します。
・悪意のサイバー攻撃者の組織化 ・驚くべく参入障壁の低さ

CSIRTとは「Computer Security Incident Response Team」の略でありコンピュータやネットワーク上
で何らかの問題が起きていないかどうか監視すると共に、万が一問題が発生した場合にその原因分析や影
響範囲の調査を行ったりする組織です。なぜ今、組織化が必要なのかを解説致します。

秘密情報の漏えい、滅失、棄損を防ぐためにはセキュリティ対策は不可欠になります。しかしながら本来の目
的は防止（抑止）であり、実効性が担保されないセキュリティ投資は意味がありません。
防止（抑止）に直結する費用対効果の高いセキュリティ実装を解説致します。
・ログ管理 ・スマートフォンの制御 ・ランサムウェア対策の社員教育

http://jp.fujitsu.com/family/sibu/okinawa/

